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説明文の内容を読み取る力の育成

一低学年における指導の工夫一

西山 のぞみ 弘前大学教育学部附属小学校

要 旨

低学年の説明的文章の指導はどうあればよいか。 低学年の児童に内容の大体を読む
ことができる力をつけていく指導の際の有効な手だてを見つけていきたいと考え， 授
業で繰り返し実践し， 低学年なりの内容理解の指導法や文章構成の捉えさせ方を探っ
てみた。

ここでは， 二つの手だてを用いた。 まずは， 書かれている文章の内容理解を確かな
ものにするための教科書に掲載されている写真や挿し絵の効果的な活用について考え
てみた。 果たして， 写真や挿し絵は本当に内容理解の手助けとなるのか。 児童の反応
や様子を細かく見ていったところ， 授業の導入時での意図的な提示や展開の中での文
章としつかり結びつけていくことが内容理解につながっていくような児童の反応が得
られた。 そして， 仲間とともに事柄の順序を考えながら内容の大体を読み取るための
「お話シ ー ト」の活用について試みた。 個々が単に文を羅列したり， 穴埋めをしたり

するだけのワ ー クシ ー トではない児童の思考に沿ったものを見つけたいと考え， 仲間
とともに考えを出し合う多様な形の 「お話シ ー ト 」に児童がわかりやすくまとめてい
くことは， 内容理解のための一つの手だてとして有効であることが確認できた。

〖キ ー ワ ー ド〗 説明文（説明的文章） 内容理解 写真や挿し絵 順序 仲間

1 はじめに

最近耳にする読解力の低下。 実際に， 2 0 0 3年にOECDが行った学力到達度調
査では， 読解力の調査結果が， 前回の8位から順位を下げて1 4位となった。 この調
査がすべてではないが， 児童の読みの力について改めて考えるきっかけとなった。

これまでの低学年における説明文の指導として考えられることは， 声に出して読む
こと， 大事だと思われる文章を書き写すこと， 誰が（何が）どうしているかを確かめる
こと等のことが機械的に行われてきたように感じる。 また， 興味をひくことだけに使
ってきた写真や挿し絵， 書かれている通り順序よく文章や言葉を書き抜くだけのワ ー

クシ ー トからの脱却を図りたいと考えた。
学習指導要領の第1学年及び第2学年の「C読むこと」の目標及び内容については，

以下の通りである。
目標
(3) 書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付きながら読むことができる

ょうにするとともに， 楽しんで読書しようとする態度を育てる。
内容
(1) 読むことの能力を育てるため， 次の事項について指導する。

ア 易しい飲み物に興味をもち， 読むこと。
イ 時間的な順序， 事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと。
ウ 場面の様子などについて， 想像を広げながらよむこと。
エ 語や文としてまとまりや内容， 響きなどについて考えながら声に出して読
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むこと。
説明文の内容を読み取る際には， 低学年には時間的な順序や事柄の順序に気をつけ

て読むことが目標になっている。 時間的な順序に関しては， 時間の流れや移り変わる
言葉に気をつければ， 大体を読むことができる。 しかし， 事柄の順序に気をつけて読
むためには， まずはどんな事柄が書かれていて， その事柄はどういうことを言ってい
るのかがわからなければならない。 そこで， 事柄の内容をよりくわしく理解するため
の手だてとして， 写真や挿し絵を活用し， その事柄の順序を考えながら仲間とまとめ
ていくことで， 文章の内容の大体を読む力を育てたいと考えた。

2 研究の目的

本学級は， 1年生8名， 2年生8名， 計1 6名の複式学級である。 2年生は， 昨年
度からの持ち上がりである。 本校は， 毎週火曜日に読書の時間が設けられていて， 読
書を好む児童も多い。 しかし， 様子を見ていると， 次々と本を替え， じっくりと読ん
でいる児童は少なく， どんな話だったのかと訊くと， うまく話せない児童も見られる。
内容を深く考えずに， ただ読んでいるのだと思われる。 また， 昨年の学習の様子から
見ても， 初めて目にした文章に関して， 「 内容の大体を読み取ること 」や 「 順序をお
って読むこと」ができていないことがあった。

そこで， 説明的文章を教材として内容を読み取る学習を通して， 順序や文章の構成
に気をつけて読むための基礎的な力を身につけさせ， 子どもたちに新しいことを知る
楽しさや喜びを味わわせたいと考えた。 そして， 仲間とかかわり合う場を設定するこ
とで， 他の考えを聞き， 自分の考えを確かなものにしたり， 考え直したりできる子ど
もを育てたいのである。 また， 確かに読み取るためには， 読み取ったことを話す場，
仲間の考えに耳を傾ける場， 関連したことを調べて書く場の設定も欠かせないもので
ある。 各教科での基盤となる 「話す 。 聞く」「書く」「読む」力を大切にしながら， 単
元や1時間の学習課題を明確にし， 今後， 学年が上がっても使える力（段落相互の関
係を考える力， 要旨をまとめる力）の基礎を築きたい。

この実践研究では， 学習する際に， 児童にとって 一 番身近にある教科書に掲載され
ている写真や挿し絵を活用したり， 仲間と考えを出し合ってまとめていく活動を取り
入れたりして， 仲間の考えに同感したり， 違う考えに触れたりすることで， 個々のカ
をつけていきたいと考えた。

3 研究の方法

本学級は複式学級であるので， 実践も複式の授業形態で行う。 1年生と2年生のそ
れぞれの発達段階に合わせた内容理解のための手だてを用い， 二度授業実践を行い，
授業での児童の反応や 「お話シ ー ト 」及びわかったこと， 感想の記述内容から児童の
変容や本文の内容理解について検証していく。 ここでの 「 お話シ ー ト」とは， ワ ー ク
シ ー トでもあり， 図表でもあり， 読み取った内容を仲間とともにまとめていくシ ー ト
のことを指す。

内容理解の手だてとしては， まず， どちらの学年も教科書に掲載されている写真や
挿し絵の活用を図り， 文章中の大事な事柄の理解につなげる。 そして， 「お話シ ー ト」
には， 1年生は仲間と話し合いながら文章を並べかえて一 文にまとめさせ， 2年生は
個々にサイ ドライ ンを引いたことを話し合いながら図表にまとめさせる。

(1) 2 0 0 5年7月の授業実践
1年 。説明文教材 「いろいろなくちばし」（光村図書 1年 。 上）
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「 だいじなたまご」（大阪書籍 1年・上）
2年・説明文教材 「 サンゴの海の生きものたち」（光村図書 2年・上）

(2) 2 0 0 5年12月の授業実践
1年。説明文教材「たねのたび」（大阪書籍 1年。下）
2年・説明文教材 「 一 本の木」（光村図書 2年・下）

4 研究の実際と考察

4- 1 指導の工夫と児童の様子

①写真や挿し絵の効果的な活用～事柄の内容理解のために
学習指導要領には， 「 C読むこと」に関する内容の取扱いの言語活動例として， 次

のように述べられている。
昔話や童話などの読み聞かせを聞くこと， 絵や写真などを見て想像を膨らませな

がら読むこと， 自分の読みたい本を探して読むことなど‘
そして， 小学校学習指導要領解説国語編には， 以下のように書かれている。
（一 部省略）ここでいう絵や写真とは， 内容の理解に関連するもので， 場面の把握

や順序の理解へもつながるものである。
挿し絵を初めとする映像情報は教材の理解を助け， 児童の想像を広げるものであ

る。 その反面， 具体的なイ メ ー ジを与えることで想像を限定してしまうという可能
性もある。 それだけに適切な機会を設け， 効果的に用いる必要がある。 例えば， 順
序よく並べられた写真と文章とを照応するなど， 言葉とのつながりを大切にしなが
ら読み進めるような配慮も必要である。

そこで， 文章の内容理解においての写真や挿し絵の効果的な用い方について考えて
みた。 その際気をつけたことは， いつ， どのように写真や挿し絵を提示したり， 用い
たりするかということである。 単に児童の興味をひきつけるだけでなく， 本文と結び
つけて考えることができるようにしたいと考えた。 そして， 今回の実践では， 写真や
挿し絵から得た情報を児童のこれまでの経験や知識と照らし合わせることや， 文章で
理解しにくい点を確認すること順序よく並べた写真と文章を結びつけることが， 内容
理解の手助けになるのではないかと考えて実践してみた。

①- 1 1 年生の実践

1年生には， 写真や挿し絵を拡大して見やすくし， 1時間の授業の導入段階で提示
した。 まずは， 本文を提示する前に写真や挿し絵を見て気付いたことを発表させ， 教
材に対して興味をもたせるとともに， 展開の中で気付いたことと文章， あるいは， 挿
し絵の様子と文章を結びつけられるよう黒板に掲示しておいた。

02 0 0 5年7月 教材 「 だいじなたまご」-------------------------------------------------------------------------------------

, T:（黒板に掲示した挿絵を指して）これは何かわかるかな。
C:かめ。
T:これは， いしがめだよ。 何をしているかわかるかな。 i 

C:卵を産んでいるところ。
T:どこに産んでいるのかな。
C:土の中。
T:何という題名だったか覚えているかな。
C:だしヽじなたまご。

～本文を音読する。
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T:（本文中の） 「ひあたりのよい」はどういう意味かわかるかな。
C:太陽のあたるという意味。
T:他にはないかな。
C:太陽のよくあたる。
T:（黒板に掲示した挿絵を指して）これが太陽があたるだね。
C: うん，そうそう。

-------------------------------------------------------------------------------------

02 0 05 年12月 教材「たねのたび」-------------------------------------------------------------------------------------

T:この木は，ななかまどっていうんだけど，見たことある？
C:どれ？
T:こういう実がついているんだけど。
C:あっ，見たことある。
T:見たことある。
C:それ，鳥が食 べるんだよ。
T:（窓の外を指して）あそこにもあるんだよ。 雪が降ってるな。
C:見えるよ。 家の近くにもある。
T:ななかまどの実を見たことがある人は。
C : (8人中7人が挙手。 ）
T:このななかまどの実について知っていることあるかな。
C:鳥たち食 べるの。
T: 鳥たちが食 べ るのね。---------------------------------------------------------------------------------

〖児童の様子］
2 0 0 5年7月 : 2 0 0 5年12月
教材 「 だいじなたまご」 (8/ 1 2時間） ：教材 「 たねのたび」 ( 4/ 8) 
•いしがめが 穴を掘って卵を産もうとし： ・ ななかまどの写真を見せると， 「 見た

ている様子の挿し絵を見せ， 「 いしが｝ ことある。 」 「何だろう。 」という2つ
めは，何をしているのかな。 」の問い！ の声が聞こえた。 「 家の近くにもある
かけに，児童は， 「 卵を産んでいると！ 木だ。 」「あれって，鳥が食べるんだ
ころ。 」と口々に答えた。 挿し絵をよ｛ よ。 」と話した児童がいた。 挿し絵に
く見て，梗よ鯰よよよよ麦必ぶ悶工ゑ： 注目するとともに，具墓ご旦四襲文廷

_——一ー襲ー一――---------]ーー一嬰ふ蒻鼠ここゑぶこ砥こニt--

・文章中にある『ひあたりのよいところ 』｝。文章を提示すると，『赤い実が小鳥た
とは，どんなところなのかについて考！ ちに食 べ られる 」という表現が，梗
えさせると， 「 太陽の当たるという意！ し絵を見たときの児童の言葉とびっ
味。 」と容易に答えた。 挿し絵には，： たり合ったことで

， ヘ ，文章を読む児童
上の方から降り注ぐ黄色い光が描かれ： の声が大きくなった。 感 想からもわ
ていて，そこを指さして確認すると，｝ かるように内容理解につながってい
みんなうなずいていて，遠認よ直諷ここ： った。

こ二：
ようだ。

ここで，写真や挿し絵を意図的に提示することやそれらと本文を結びつけることの
効果について述べる。 まず，写真等から児童は本文の事柄に関する情報を得ることが
できた。 また，本文中にある捉えにくいであろう言葉についても理解を深めることが
できた。 そして，さらにこれまでの生活経験や知識を思い起こさせたり，予想してい
たことと本文を結びつけたり，偶然結びついたりすることで，本文を読み取ることに
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つながっていたと考える。

①- 2 2年生の実践

2年生にも， 写真や挿し絵を拡大して見やすくし， 単元の導入段階で提示した。 7 
月には， 内容を正しく解釈しさせ， 内容の大筋を捉えさせるために使用した。 1 2月
には，授業の展開の中で個々がどのように教科書の挿し絵を活用するのか試してみた。
サ イ ドラ イ ンを引いて事柄の順序を考えながら内容を読み取っていくために活用し
た。 その後， 写真や挿し絵を 「 お話シ ー ト」に貼って， 本文と結びつけたり， 文章の
内容を確認したりした。

02 0 05年7月 教材 「 サンゴの海の生きものたち」-------------------------------------------------------------------------------------
! T:（本文①に関して）ホンソメ ワ ケベラが大きな魚の口に入っていくつ

｝ てことは， どっちの情報？
C:ホンソメ ワ ケベラ。
T:びっくりするのは誰？
C:その写真を見たぼくたち。
T:びっくりするのは， みんなだよ。 他に質問ある？ 次はどこにいこう i

かな。 次の情報は何？ （本文②に関して）主語がはっきりしていない'
んだよね。 ホンソメ ワ ケベラは食べられることはないのね。 どうし
て大きな魚（の情報）なの。

C:何だか体や口の中についている虫を食べているのが大きな魚だから。 ｝
T:知っているのが大きな魚だからね。 「 大きな魚たちは」と 「ホンソメ i

ワ ケベラが 」で， 「 は」と 「 が」だから， どっちかわからなかったの
ね。

i c ：魚とホンソメ ワケベラのどっちかわからなかった。 I -------------------------------------------------------------------------------------

〖児童の様子〗
本文『この小さい魚が， 大きな魚の口の中に入っていくのを見ると， びっくりし

てしまいます。 』が， 小さい魚が大きな魚の口に入っていくということが必要な情
報で， びっくりするのは， 大きな魚でもホンソメ ワ ケベラでもなく， それを見る人
なのだということを写真をもとにして捉えることができた。

しかし， 本文『大きな魚たちは， 体や口の中についた虫を， ホンソメ ワ ケベラが
とって， きれいに そうじしてくれるのを知っているからです。 』については， この
文の内容がホンソメ ワ ケベラのことを言っているのか， 大きな魚のことを言ってい
るのか悩んでいたグル ー プもあった。 それは， 主語に気をつけて読むように指導し
てきたので，『大きな魚たちは 』なのか『ホンソメ ワ ケベラが 』なのか迷ったよう
だ。 ここで， もう一 度写真に注目させ， 大きな魚とホンソメ ワ ケベラのかかわり合
いを振り返り， 知っているのは大きな魚で， だから， ホンソメ ワ ケベラを食 べない
のだということを強調すればよかったと思った。
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図1 ~3は， 児童の書きこみの様子
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図1
〖児童の様子］
図1や図2からもわかるように， 教科書に提示されている挿し絵と合う文をよく読

んでサイ ドライ ンを引き，わかりやすいように 自分から進んで矢印を書き込んだり，
線で結びつけたりする児童がほとんどだった。 中には， 図3のように文章中の必要
な事柄に番号付けをしている児童も見られた。

図2 図3

②仲間とともに まとめる「お話シ ー ト」の活用～事柄の順席を考えて

内容イ に関して， 小学校学習指導要領解説国語編には次のように述べられている。
イ の事項は， 目標の 「 書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付きながら

読む」を受けた事項である。 ここでいう順序とは，時間の順序，事柄の順序に加え，
例えば， 事物の作り方などさまざまな順序性を含むものである。 それぞれ取り扱う
教材によって順序のとらえ方も異なるので， どのような観点から順序に着目させる
のかを明確にすることが大切である。

第1学年及び第2学年では， 内容の大体をとらえるときに， 時間的な順序を中心
にして理解していくことが最も容易であろうと思われる。 また， この学年で順序に
ついて気付くことは， 第3学年及び第 4学年の 「 要点」の把握や 「 段落」意識の形
成に役立つことにもつながる。 さらに，順序に関する事項は 「話すこと 。 聞くこと」，

「 書くこと」とも関連する事項である。 接続語の使い方や題材の配列の仕方など，
読むことにおいて育成された能力が他の領域でも活用されるよう配慮されることが
望ましい。
また， 学習指導要領の第3学年及び第 4学年の 「 C読恥こと」の内容には，

イ 目的に応じて， 中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え， 文章正し
く読むこと。

オ 目的に応じて内容を大きくまとめたり，
しながら文章を読むこと。

とあり， 低学年における重要指導事項である順序を意識させるために， どのように指
導の工夫をすればよいかを考えた。 1年生は， 三つ程度の文章のまとまりを正しく並
べかえて 一 文にまとめることで， 「 間いかけの文」 「 答えの文」「説明の文」の文章構
成に気付くとともに， 内容をよりくわしく読もうとしたり， 長い文を短くまとめたり
する力がつくと考えた。 また， 2年生は， 本文中の大事なところにサイ ドライ ンを引
くのは個人の作業だが， それを仲間とともに話し合いながら， 大きな図表に順序よく
まとめていくことで， 必要な事柄とそれを支える事柄を見分けたり， 本文中から中心
となる言葉や文を抜き出したりする力がつくのではないかと考えた。 いずれも， 4人
lグル ー プで， 考えや思いを出し合いながら活動させることで， より確かな読みとなるよ
うにした。

必要なところは細かい点に注意したり
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②- 1 1 年生の実践

1年生には，いくつかの文章を実際とは違う順序で提示し，正しい順序に並べかえ
させた。 そして，その理由も考えさせた。 その後に，本文全体を一 文にまとめるため
に， 「 お話シ ー ト 」を用い，このお話が何を伝えようとしているのかということを書
くことで表現させた。 1年生ということもあり，文をまとめやすいように 「 お話シ ー

ト 」を工夫した。 読み取ったことを書き表すことで，理解を深めることにつながるの
ではないかと考えた。

02 0 0 5年7月 教材 「だいじなたまご」
「 だいじなたまご」の文章の提示の仕方 ※（ ）内の数字は，正しい順序。

1のカード・..たまごをたいようにあたためてもらうためです。 (3)
2のカード..。いしがめがひあたりのよいところにあなをほっています。 たまごを

うむためです。 (1)
3のカード...いしがめは，どうしてひあたりのよいところにたまごをうむのでし

ょう。 (2)-------------------------------------------------------------------------------------, 
! C:（どちらのグル ー プの代表も正しく並べかえる。 ）
i T: 3のカ ー ドを問題と思ったのはなぜですか。
! C:「どうして」が 「 なぜ」に似ているから。
! T: 「 なぜ」ときかれると，どういう気持ちになるかな。

C:答えなければいけないという気持ちになる。
T:他にはないかな。
C: 「 でしょう」があるから。
T:どうしてかな。
C: 「いろいろなくちばし」の話にも 「でしょう」があったから。
T: 「 なぜ」は，何をきいているのかな。
C:わけをきいている。
T:理由をきいているんだね。 1のカ ー ドをなぜ答えだと思ったのかな。
C:関題に答えが合っているから。
T:他には。
C:問題の 「 たまご」と答えの 「 たまご」が合っているから。
T:他にはないかな。
C: 「 ためです」がついているから。

| 

I 

| 

T: 昨日もついていたよね。 (2のカ ー ドを指して）では，説明はこれで 1

しヽしヽのかな。
C:はい。
T:どうして今日は問題が説明の後ろにきたのかわかるかな。
C:人間は説明してから閤題を言うから。

というのを思い出して。T:ちょっと違うよ。 「 もしぼくだったら」
C:もしぼくなら， 「 これはなんでしょう」といきなりきかれてもわからi

ないので，まず説明をするよ。
T:みんな思い出したかな。 だから，これは問題を出すための説明なん

だよ。 じやあ，みんなでさっきのお話シ ー トを読みましょう。
C:いしがめのひみつ。

| 

C:いしがめは，たまごをあたためてもらうためにひあたりのよいとこ{
ろにたまごをうみます。 (1班）
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C:いしがめは，たまごをたいようにあたためてもらうためにひあたり！
のよいところにたまごをうみます。 (2班）

T: 「たいように」は入れた方がいいかな。
C:はっきりするから入れた方がいい。
C: 「 たいように」がないと見てない人が読んだときにわからないから入

i れた方がいい。
i T ：じやあ，入れようね。-------------------------------------------------------------------------------------

i 

02 0 0 5年 1 2月 教材「たねのたび」-----------------------------------------------
!《本文〉〉
i ななかまどのみをみてください。 赤いみの中に，やっぱりたねがあります。 赤 ！

！ いみがことりたちにたべられると，たねは，ことりといっしょにたびをします。
i そして， ふ んにまじって出てきます。----------- ― - -------------------------------------------------------------------------

1班→赤いみの中にはいっているななかまどのたねが，ことりのふんにまじってたび
をします。

2班→赤いみの中にはいっているたねが，ことりたちにたべられると，たねは，こと
りたちといっしょにたびをします。

〖児童の様子〗
2 0 0 5年7月 ！ 2 0 0 5年12月

教材 「いろいろなくちばし」 ！ 教材 「 たねのたび」 (2~ 4/8)
教材 「だいじなたまご」 (7/12) : 

。 「 いろいろなくちばし 」の学習では，： 。 『 ～を見てください。 』と話題提示し，
間いかけの文，答えの文，説明の文の： 種がどの場所にあるのか，そして，そ
順序だったので， 「 だいじなたまごJ : の種はどのように旅をするかの順序で
の並べかえでは悩んでいる姿 が見られ！ 並べかえることができた。 その際の理
た。 いしがめの話だという説明をして！ 由は，麦」:工い想艮認旦虹屡こよゑし乙と
から， 「どうして」ときいて， 「 ～ため： こについているかわからない 種 がど
です。 」という答えがくるという理由！ 三姜二迄二塁ふゑ翠ゑ真虹にこ翠こニエ旦ビ
を考えた。 説明の文については難 しか！ こん襄墓こ以こ蒻拿ニエ辺認は記夏よこと‘
ったが，悶↓¥こ旦立忍這二羹ぷ姜こ廷こ翠！ るということで，文の並べかえによっ
事な言葉亨関係は狸熊し二いt三 ． i エ内容理解立し工yこ芦

丁二及］こ］ ー王 ー［る ―る〗：一 ｀i ーま-:--「〗ーい］―-う--［こ 」--］
― :--2

一 三ーの〗;]二こう石喜い］; 一
ら
ー ： ー 一詰ー ーし谷いーに

という言葉が必要かどうか話し合いにな｛ なった。 ふんにまじってたびをずるか，
った。 ここょょ琴こ屡-；ごょこ扇真記こぬゑ、！ たべられてことりといっしょにたびをず
真｛ るかということで，姜ニ塁長ニ遠ニ旦こ良
文よこ迄こ娼冥二認ニよよぶよゑ羹認 こよこ甚こ勾ここょ諷認翠臭裏属麟
叫 ！ 怠誌工～衷墨忍は真姜蘊ってもどちらの

晟は同じ応からよいという考えで
あった

' ～へ＾＾＾ク

文章の並べかえをさせることは，文章を何度もくわしく読む機会になり，一 つ 一つ
の言葉にこだわって読むことになる。 そのことで，文のまとまりが何を表しているの
かを考えることにもなる。 「 何 」「どうして 」という疑間詞の後には， 「 それは，～で
す」 「 ～だからです」「～のためです」という答えや理由がくることをしっかりと考え
る力 がついたと感じる。 また，前後に述べられる説明の文に関しても，話題提示のた
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め の 説 明 な の か ， 答 え や 理 由 を く わ し く す る 説 明 な の か を 考 え る こ と で ， 文 章 構 成 に
も 目 を 向 け る こ と が で き た 。

② - 2 2年生の実践

1 年 生 の 「 お 話 シ ー ト 」 が ワ ー ク シ ー ト 形 式 で あ る の に 対 し ， 2 年 生 の 「 お 話 シ ー

ト 」 は 模 造紙 に ま と め て い く 形 を 取 っ た 。 個 々 が サ イ ド ラ イ ン を 引 い た 文 章 を 話 し 合
い な が ら グ ル ー プ で 事 柄 ご と に 短 冊 に 書 い て い き ， 事 柄 の 順 序 に 気 を つ け て 仲 間 と と
も に 整 理 し て い く こ と に し た 。 視 覚 的 に も 事 柄 の 順 序 性 が 明 確 に な る こ と で ， 内 容 理
解 に つ な が る と 考 え た 。

図 1 お 話 シ ー ト ( 7 月 ） 図 2 お 話 シ ー ト ( 1 2 月 ）

図 1 は ， 7 月 に 実 践 し た 「 サ ン ゴ の 海 の 生 き も の た ち 」 で 作 成 し た 「 お 話 シ ー ト 」 で あ
る 。 短 冊 は ， ホ ン ソ メ ワ ケ ベ ラ と 大 き な 魚 の 事 柄 別 に 色 分 け し ， 2 つ の 班 が 同 じ 内 容 を 書
い て い る と き は ， 短 冊 を 重 ね た り ， 近 づ け た り し て 整 理 し て い っ た 。 ま た ， 違 う 内 容 や 一

方 の 班 が 書 い て い な い 事 柄 に つ い て は ， 話 し 合 い な が ら 整 理 し た 。 そ の 活 動 の 中 で ， ー 文
ー 文 を く わ し く 読 み ， 理 解 し に く い と こ ろ は ， お 互 い に 聞 き 合 う な ど し て ま と め て い く こ
と が で き た 。 そ し て ， 事 柄 を 順 序 よ く 読 ん だ こ と で ， 大 き な 魚 と ホ ン ソ メ ワ ケ ベ ラ の か か
わ り 合 い 方 に つ い て 「 助 け 合 っ て い る 」 と 一 言 で ま と め る こ と も で き た と 考 え て い る 。

図 2 は ， 1 2 月 に 実 践 し た 「 一 本 の 木 」 の 「 お 話 シ ー ト 」 で あ る 。 児 童 は ， 筆 者 の 言 う
本 物 の 木 の 説 明 を 挿 し 絵 の コ ピ ー を 利 用 し な が ら ， 自 分 た ち で ま と め て い っ た 。 挿 し 絵 を
順 序 よ く 並 べ ， 本 文 か ら 抜 き 出 し た 大 事 な 文 を わ か り や す く 書 き 込 ん で い る 様 子 が わ か る 。
話 し 合 っ て い る う ち に ， 幹 の こ と は 青 色 の 矢 印 で ， 枝 の こ と は 赤 色 矢 印 で 示 す 班 も あ り ，
本 文 が 木 の 幹 の 太 さ や 枝 の 長 さ を 中 心 に し て 書 い て い る こ と に 気 付 い て ， ま と め る と き の
観 点 に し て い た 。 そ れ は ， 事 柄 を 順 序 よ く 読 む こ と で 気 付 く こ と が で き た 点 で あ る 。

4 - 2 児 童 の ノ ー ト か ら わ か る こ と
1 年 生 に 関 し て は ， 二 度 の 授 業 実 践 で 全 く 同 じ 手 だ て を 用 い た の で ， わ か っ た こ と

や 感 想 で 児 童 の 変 容 が わ か る と 考 え ， 分 析 し て み た 。 下 に 示 し た 表 1 の C 1 か ら C 8 
の 変 容 が わ か る よ う に 横 に 並 べ て み た 。

7 月 の 授 業 実 践 で 本 文 の 内 容 理 解 が 十 分 だ と 思 わ れ る 児 童 は ， 8 名 中 4 名 の 半 数 で
あ っ た 。 残 り の 4 名 は ， 本 文 の 内 容 に 触 れ て は い る も の の ， 自 分 の 思 っ た こ と が 中 心
に 書 か れ て い る 。 そ れ に 対 し ， 1 2 月 の 授 業 実 践 で は ， 全 員 ( 1 名 欠 席 ） が 本 文 の 内 容
を 理 解 し て い る こ と が わ か る 。
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表 1 1 年 生 の 変 容
2 0 0 5年7月 2 0 0 5年12月

C 1 :いしがめは， たまごをたいように！ C1 
あたためて， ひあたりのよいとこ ：

： ななかまどがことりたちにたべ ら
れて， ことりのふん に ま じってた
びをすることがわかりました。 な
な か ま どが こ とりたちにたべられ
てたびをすることが わ かったので
うれしかったです。

ろにた ま ごをうむ。

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

C2:いしがめは， たいようにたまごを ！ C2:ぼくは， ななかま どの木 は ， とり
あたた めてもらうために， ひあた ： た ち の 力を か り て いることがわか
り のよいところにあなをほり， た！ った。 むず か し か っ たけど ， いろ

ま ごをうみ， それをくりかえして ！ んなことをまなんだのでうれしい
すごいとおもっt-7”. 

L. 0 です。
· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 7 ― - - - - - - - - - - - - ·  

C3:いしがめ は ， たいようにあたため ： C3:ななかまどをことりがたべて， な
ても ら うために， ひあたりのよい！ なかまどがふんになって ， そのく
ところにうむ。 ： りかえしがわかったのでうれしい

です。
C 4:たいようにたまごをあたためても i c 4 ： ことりといっしょにたびをするの

ら うことがわかった。 が， たねがかわいそうだとおもっ
たけど， またふんにまじってすご

， いとおもいました。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

C5:いしがめ は ， たまごをひあたりの ： C5:ぼく は ， ななかまどのみがことり
よいところにうま な いとおもって！ たちにたぺ ら れことがわかりまし
しヽた。 ： た。 ことりがななかまどのたねを

： たべて， まただすことがわかりま
｛ した。 ななかまどがたべ ら れてま

ただして， ぶ じだったか ら よかっ
たなとおもいました。

C 6:いしがめ は ， どうしてひあたりに1 C 6 :ことりたちといっしょにたびをす
うむかわかった。 ： るのがよくわかりました。 それと，

： ぼくもたべたいです。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

C7:もんだい， こたえ， せつめいのな ： C7 :わたしは， ことりたちにたぺられ
かに「たまご 」があるのがわかっ ： てたびをすることがようくわかり
た。 ： ました。 わたしは， こんなべん き

i よ うしてよかったなとおもいまし
た。: - - - - - - - - �-= � � - - - - - - - - - - - - - - -

C 8 ： どんなところにいしがめがいるか ： C 8 ： 欠席
わからなかったので， うれしい。 ！ 

2年生については， 7月の実践の感想やわかったことを取りあげる。 表2の児童の
文章か ら は ， 読み取ってほしいと考えていたこ と を部分的にではあるが 全 員 が 記述し
ていることがわかる。 読み取ってほしいと思っていたこと は ， 「 ホン ソ メ ワ ケ ベラ が
大 き な魚の口の中に入っていって虫を取って食 べものとし， 大 き な魚は口の中の掃 除
をしてもらっていると知 っているのでホン ソ メ ワ ケ ベラが食 べられることはない。 」
ということである。
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「お話シ ー ト」にまとめていくことで， 自分の考えを述べたり，仲間の考 え を 聞 い
たりする こ とで，内容理解が深ま ると と もに， 自分の思いも大きく な り ， ノ ー ト に 書
＜ 量も増えた。 学習に意欲的に取り組んでいる証拠で あ ると思う。

表 2 2 年 生 の 感 想

C 1 : わたしは，さいしょホンソメ ワ ケベラが大きな魚の口の中 に 入って も食 べ
られないの が ふし ぎでした。 でも，大きな魚 は，ホンソメ ワ ケベラが口の
中をそ うじしてくれ る か ら ，食べな いということがわかりました。 そ して ，
ホンソメ ワ ケベ ラ にとっては，そうじをして と った虫が食べものになるし，
大きな魚たちとっては，ホンソメ ワ ケベラが虫をとってくれたた め 口の 中
がすっきりしたと思 い ました。 わたしは，ホンソメ ワ ケベ ラ と大きな魚が
どんなかかわり合いをしているかを知ることができたので うれ し かった で
す。- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

C 2 : ぼくは，大きな魚の 口 に入っていくのを見たとき，びっくりしました。 け
ど，食べないことがはじめてわかりました。 ホンソメ ワ ケベラは，大きな
魚の口と体のそ うじをしているから，お たがいにたすけ合っていることが
はじめてわかりました 。- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

C3 : わたしは，ホンソメ ワ ケベラが大きな魚の口の中に入るとき，ほんとうに
食べられ て しまうと思いました。 でも，大きな魚 は，ホンソメ ワ ケベラを
食べないで，ホンソメ ワ ケベラをまもっているかん じ でした。 だけど，ホ
ンソメ ワ ケベラは，大きな魚の口の中の そうじをして，そうじをした虫が
えさになっているのですごいと思いました。- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

C 4 : わたしは，大きな魚もホンソメ ワ ケベラを食べないし，ホンソメ ワ ケベラ
もとった虫が食べものになってたすけ合っているのがわかりました 。 わた
しは，大きな魚がホンソメ ワ ケベラが体や口の中についた虫をとって そう
じをしてくれることを知っているのがすごいと思いました。- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

C 5 ： わたしは，ホンソメ ワ ケベラが口の中に入っている虫をとって そうじする
のがすごいと思います。 ホンソメ ワ ケベラは， そうじじょうずだと思いま
した。 なぜなら，ホンソメ ワ ケベラは，魚の口の中に入っていき，はにつ
いた虫をとってくれるからです。 大きな魚もなにを食べるのかしらべてみ
たいです。- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

C 6 : ぼくは，ホンソメ ワ ケベラが大きな口の中に入っていくのがほんとう に び
っくりしました。 ぼ く は，さいしょ大きな魚にホンソメ ワ ケベラがまるの
みされると思ったけど，ホンソメ ワ ケベラより大きな魚 は，口の中に入っ
た虫をとってくれるのをしつているからホンソメ ワ ケベラがまるのみされ
なくて，ホンソメ ワ ケベラはああよかったなあと思っていると思いました。

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

C7 : ホンソメ ワ ケベラは，そうじ魚とよばれているこ と をはじめて知りました。
ホンソメ ワ ケベラは，口の中や体についている虫をとってきれいに そうじ
をしているというこ と がわかりました。 でも，ただそうじをしているわけ
じ ゃ なくて，とった虫が食べものになる と いうこともわかった し ， 大きな
魚たちは気もちよく，くらしているということもわかりました。 ホ ンソメ
ワ ケベラが大きな魚の中に入っても食べられないことがわかりました。- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

C 8 ： ぼくははじめ，大きな魚に入っていくホン ソ メ ワ ケベラが大きな魚に食べ
られてしまうと思いました。 けれども，大きな魚は飲みこまないで， そう
じをしているホンソメ ワ ケベラにかんし ゃ していると思いまし た 。
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5 まとめ

低 学 年 の 説 明 的 文 章 の 指 導 は ど う あ れ ば よ い か を 考 え ， 実 践 し て わ か っ た こ と や 得
ら れ た こ と は ， 次 の 三 点 で あ る 。

一 つ め に ， 写 真 や 挿 し 絵 を 提 示 す る こ と は ， 事 柄 の 内 容 理 解 の た め に も 有 効 で あ る 。
単 元 や 1 時 間 の 授 業 の 導 入 時 に 大 き く 拡 大 し た も の を 見 せ ， そ こ か ら 気 付 い た こ と や
わ か っ た こ と を 述 べ さ せ る 。 そ の 後 ， 本 文 を 読 み ， 自 分 の 経 験 や 知 識 と 文 章 を 結 び つ
け て い く こ と は ， 確 か な 読 み に つ な が る 。 ま た ， 読 み 取 っ て い く 過 程 の 中 で も 再 度 写
真 や 挿 し 絵 を 確 認 し な が ら 文 章 と つ な げ て い く こ と で ， 内 容 理解 の 手 助 け に な る 教材
文 も あ る 。

二 つ め に ， 仲 間 と と も に 文 章 を 正 し く 並 べ か え る 活 動 は ， 一 つ 一 つ の 言 葉 に こ だ わ っ て
読 む こ と に な り ， 精 読 す る こ と に な る 。 そ の こ と に よ っ て ， 「 問 い か け の 文 J 「 答 え の 文 J

「 説 明 の 文 」 の ま と ま り を 意 識 し ， 文 章 構 成 を 考 え る 力 に も な る 。
そ し て ， 三 つ 目 に ， 仲 間 と と も に 「 お 話 シ ー ト 」 に ま と め て い く こ と に つ い て は ， 児 童

の 実 態 に 合 わ せ て そ の 形 を 工 夫 す る こ と が 重 要 で あ る こ と が わ か っ た 。 文 章 構 成 が は っ き
り し て い る 説 明 文 に つ い て 一 文 に ま と め る こ と は ， 主 語 を 意 識 し て ま と め る こ と に な り ，
内 容 理 解 に つ な が る 。 ま た ， 事 柄 を 順 序 よ く 読 み 取 っ て い く た め に ， 文 章 の ま と ま り ご と
に 大 切 な 文 や 言 葉 を 書 き 抜 い て 視 覚 的 に ま と め て い く こ と は ， 事 柄 の 順 序 性 を 意 識 し て 読
む 力 や 指 示 語 や 接 続 語 に 気 を つ け て 読 む 力 が つ い た と 思 わ れ る 。 そ れ と 同 時 に ， こ の 活 動
は 仲 間 と 協 力 し な が ら 主 体 的 に 学 習 す る 態 度 も 身 に つ け る こ と が で き た 。 こ れ は ， 複 式 学
級 の 特 徴 と も 言 え る で あ ろ う 。 そ し て ， 互 い の 考 え を 検 討 し 合 う こ と で ， 内 容 理 解 に 深 ま
り が 見 え た 。

6 おわ り に
今 回 の 研 究 は ， 主 に 実 践 報 告 と な り ， 手 だ て に 対 し て の 児 童 の 様 子 を 主観 的 に 述 べ る こ

と に と ど ま っ て し ま っ た 。 今 後 は ， ア ン ケ ー ト 等 の 実 施 に よ り ， デ ー タ で 見 て い く こ と も
必 要 で あ る と 思 わ れ る 。 し か し ， 国 語 の 読 解 力 が 身 に つ い た か ど う か は か な り 長 い 期 間 で
児 童 の 変 容 を 見 て い か な い と 明 確 に は な ら な い で あ ろ う 。

こ れ か ら の 日 々 の 実 践 の 中 で ， 児 童 一 人 一 人 の 読 み 取 り 方 に 目 を 向 け ， よ り 児 童 の 思 考
に 沿 っ た 手 だ て を 探 っ て い き た い 。
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